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遠藤君、太田君、大房君、杉山（順）君、杉山（隆）君、中山君

服部君、宮澤君、山本君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

３１/３２　 　　　　９６．８８%　　　　３１/３２　　 　　　９６．８８%

２３/３２　　 　　　７１．８８%　　　　　　　　  　　　　　３４名

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

国際奉仕委員会

今日の料理

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ
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第8回理事役員会報告

平成２５年５月１０日　１３時30分～１３時５０分�      

会議場　　ブケ東海三島�      

出席者　　 太田政人�　石井邦夫�　加藤正幸� 　

　　　　　　　兼子悦三　　山本良一� 山口雅弘

　　　　　　　根津延和� 　石井司人� 宮澤正昭

　　　　　　　土屋　巧　　小林　勝　　久保栄子

　　　　　　　渡邊照芳　　岡　良森　�

司会者�　　石井司人� 　記録者� 　加藤正幸

①卓話　　プログラム変更の件

　5/31　次年度会長　山本良一�   

　6/7　　新会員　兵藤　　　　　6/14加藤�   

②ハンドベル継続の件�  

　次年度25周年記念事業までは継続�      

③東ヶ崎潔記念募金の件�  

　前回通り見合わせ�      

④職業分類の件�  

　前回討議事項の形で進めていく�      

⑤桜の植樹記念碑の件�  

　復興支援先大槌町にて桜の木植樹に同調して記念碑設営、

　費用はメンバ-より募る�      

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　本日の卓話は、山田定男さんです。本来10月3日の予

定でしたが、特別卓話で三島警察署東原署長様が見える

ので、予定を変更しまして今日にしてもらいました。

　１０月は、職業奉仕月間です、職業奉仕について調べて

みました。

　職業奉仕とは、あらゆる職業に携わる中で、奉仕の理想

を生かしていくことをﾛｰﾀﾘｰが育成、支援する方法である。

職業奉仕の理想に込められているものは次のものである。

１）�あらゆる職業において最も高度の道徳的水準を守り、

推進すること。そのなかには、雇主、従業員、同僚への誠

実さ、忠実さ、また、この人たちや同業者、一般の人々、

職業上の知己全ての公正な取り扱いも含まれる。

２）�自己の職業またはﾛｰﾀﾘｱﾝの携わる職業のみならず、

あらゆる有用な職業の社会に対する価値を認めること。

３）�自己の職業上の手腕を社会の問題やﾆｰｽﾞに役立て

ること

　職業奉仕は、ﾛｰﾀﾘｰ・ｸﾗﾌﾞとｸﾗﾌﾞ会員両方の責務で

ある。ｸﾗﾌﾞの役割は、模範となる実例を示すことによって、

また、ｸﾗﾌﾞ会員が自己の職業上の手腕を発揮できるよう

なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開発することによって、目標を実践、奨励

することである。ｸﾗﾌﾞ会員の役割は、ﾛｰﾀﾘｰの原則に沿

って自らと自分の職業を律し、併せてｸﾗﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに

応えることである、と掲げてあります。

　この後、山田さんの卓話で職業奉仕の話があると思いま

すので、宜しくお願いいたします。

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ 幹事報告

ゴルフ同好会

内田憲一さん（矢岸君・米山君のゲスト）

勝又佳員さん（小林君・米山君のゲスト）

会員誕生日

入会記念日

幹事　小林　勝君

山本良一君：新年度スタートです。新米の山本と加藤幹

事ですので間違いが多々あると思います。よろしくお願い

いたします。

米山晴敏君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。頑張って下さい。

兼子悦三君：今日から山本年度、また、今年は創立25周

年の年でもあり、忙しいと思いますが、頑張って下さい。

片野誠一君：新年度も宜しくお願いいたします。

中村　徹君：山本、加藤年度が始まりました。創立25周年

記念式典に向け、1年間よろしくお願いします。頑張って

下さい。

太田政人君：山本新会長、いよいよスタートしましたね。1

年もたてば今の私の心境になれます。ガンバッテ下さい。

矢岸貞夫君：いよいよ今日から新年度が始まります。山本

会長、加藤幹事、頑張って下さい。会員全員で応援します。

宮澤正昭君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。

石井邦夫君：山本会長、加藤幹事、本日より一年間頑張

って下さい。期待しております。

杉山　隆君：新年度スタートです。1年間よろしくお願いい

たします。

石井和郎君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

い致します。

久保栄子君：山本会長、加藤幹事、皆様、本年度もよろ

しくお願い致します。

服部光弥君：新年度、初心にもどり気持ちを改めがんばり

ます。山本年度こそは赤タスキと念じていましたが・・。や

っぱり青タスキでした。岡さん、小島君、赤がとってもおに

スマイルボックス

１．地区大会が11月15・16日に浜松にて開催されます。出

席義務者の方には後ほどお願いいたしますので、ご協力

よろしくお願いいたします。

９月27日　 米山晴敏君

10月１日　　土屋　巧君

９月28日　 兵藤弘昭君

会員誕生日

会員誕生日

矢岸貞夫君：先週のロータリーデー（家族会）服部親睦委

員長はじめ親睦委員の皆様ご苦労様でした。次回はクリ

スマス家族会です。よろしくお願いします。

太田政人君：8本日は私の卓話です。どうぞよろしく。

先週「ロータリーデー」と銘打った「家族会」家内、次男と

共に参加させていただきました。ありがとうございました。

親睦委員会の皆様、お疲れ様でした。

親睦副委員長の杉山です。本日、私のスマイルをプラス

して合計18000円です。

先日の家族会、皆様のご協力があり大変良い家族会にな

スマイルボックス
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委員会報告
国際奉仕委員会

卓話

兵藤弘昭君

　チェンマイからバンコクへの便は4時以降にして欲しいと

のことです。16：10と17：30にありますが、再確認します。

現在までの決定事項

○チェンマイのホテルはスリウォンが手配

○チェンマイ空港～ホテルはホテルのバスを利用

○チェンマイのホテルロビーに１６：３０に集合し、現地手配

の車にて領事館へ移動

○贈呈式会場は市内ではあるが現在最終の決定に至っ

ていない。

早急に確認したいこと

◎参加者の情報18日例会一時締切（＊お尋ね事項全て

。自己判断で省略は勘弁してください）

◎昨日の例会で参加に○をいただいた方も書類をご提

出いただくまで確定されておりません。（不参加となってお

ります）

＊参加者が確定次第、飛行機の便を決めてまいります。

幹事　石井司人君

委員長　久保栄子君ＳＡＡ委員会

　世間では景気が良くなったと言われていますが、せせら

ぎ三島ＲＣの皆様、いかがですか！！

　奉仕団体でありますロータリークラブは、職業奉仕を第

一にかかげている団体です。

　さて、私は大手自動車メーカーの下請けで部品の加工

を行っています。趣味として漁師の真似事で船釣りをしま

す。最近は海流異変で魚が獲れません。原因は例年より

黒潮がきつく３℃位水温が高くなっているからです。気象

庁発表の天気図を見ても現れています。

　話をかえます。経済天気図を想像しましょう。そして、そ

の天気図を元に会社方針計画を策定すると良いと思い、

私は今策定中です。結果うまくいくと今後も職業奉仕を続

けられます。頑張ります。皆様にお願いしてあります職業

奉仕レポートのまとめをして下さい。

委員長　片野誠一君出席委員会

１，出席はロータリーの基本であります。会員の皆様がロー

タリー活動に参加し楽しいロータリーを過ごして頂くために

出席委員会として支援していきたいと思います。　　

２，本年度の会長事業方針に沿った、会員のロータリー活

動の参加状況を把握し、例会において報告する。　　　　　

３，特に新会員の皆様に活動に参加しロータリーを理解し

ていただくために支援していきたいと思います。

　広報委員会の役割は、クラブの活動や奉仕活動を一

般の方々に知っていただくことです。その手段として、新

聞やテレビといったマス媒体を利用したいと思います。結

果として会員増強につながればよいと思います。

　週報、ＨＰについては予算内で充実を図っていきたいと

思います。

委員長　米山晴敏君広報委員会
今日の料理

山田定男君

今日の料理

「5歳未満の子供たちの5人に一人が汚染された水を飲

んで死亡している」。これが世界の現実です。しかも飲

み水を汲みに行くために、毎年世界で約400億時間が

費やされ、その作業は主に女性と子供たちが担ってい

ます。

アフリカのガーナでは、人口の20パーセントに当たる約

500万人が、汚染された水を使っていると推定され、そ

の結果、多くの人びとがさまざまな病気の危険にさらさ

れています。

ロータリー会員、マーティー・ハタラさん（米国アラバマ州、

ボアズ・ロータリークラブ）は、2010年に初めてガーナを

訪れ、孤児院でボランティア活動に参加した時、地域

の人びとがきれいな水を求めて苦労している様子を目

の当たりにしました。「場合によっては、11キロも歩いて

水を汲みに行かなければならなかった」と振り返ります 。

ハタラさんのこの経験について知り、ボアズ・ロータリー

クラブと、同じ州にあるアラバスターペラム・ロータリー

クラブの会員が立ち上がりました。ロータリー会員たち

はガーナのボルタ地域の村、アフラオで、飲み水用の

井戸を掘り、村人が長い時間をかけずに、近くできれい

な水を汲めるようにしたのです。これで、村の母親と子

供たちが水汲みに苦労する必要がなくなりました。

ハタラさんはその後、地元の人に別の地域に案内して

もらいました。アフラオと違い、その地域には地表に水

源がありました。ロータリー会員たちは、その水源から9

つの村まで送水管を敷き、市場、寄宿舎、学校、養鶏

場など主要な施設で水が使えるようにしました。ハタラ

さんはその際、水道と下水管理の専門家、アラバスタ

ーペラム・クラブのクレイグ・ソレンセンさんの力を借り、

地元の人びとにもこのプロジェクトの進行状態を常に知

らせ、実際に参加してもらいました。当初6つの村まで敷

くはずだった送水管を9つの村に延長できたのも、地域

のリーダーの紹介で、地元の労働力を確保できたから

です。このプロジェクトは去る3月に完了しました。

このプロジェクトに参加したクラブの会員たちは、ほかの

地域でも水源を探し、もっと多くの人びとの日常を改善

したいと考えています。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

米山晴敏君：明日誕生日です。64歳になりました。これか

らもよろしくお願いします。

山田定男君：本日卓話です。宜しくお願い致します。

中村　徹君：先日、兵藤さんとＮＰＯ法人グランドワーク三

島に行きました。8月31日に行われたロータリーデーと銘打

った家族会のビデオ作製について色々とご協力をいただ

きました。グランドワーク三島ではミシマバイカモが群生す

る三島梅花藻の里に隣接する遊水池が富士市の不動産

業者に転売され、宅地造成されることになり、梅花藻の里

の全滅が現実となってきました。会員の皆さんにはグランド

ワーク三島の募金および、署名運動にご協力、よろしくお

願いいたします。

仲原実圭君：早退します。すみません。

スマイルボックス

「5歳未満の子供たちの5人に一人が汚染された水を

飲んで死亡している」。これが世界の現実です。しかも

飲み水を汲みに行くために、毎年世界で約400億時間

が費やされ、その作業は主に女性と子供たちが担って

います。

アフリカのガーナでは、人口の20パーセントに当たる

約500万人が、汚染された水を使っていると推定され、

その結果、多くの人びとがさまざまな病気の危険にさら

されています。

ロータリー会員、マーティー・ハタラさん（米国アラバマ

州、ボアズ・ロータリークラブ）は、2010年に初めてガー

ナを訪れ、孤児院でボランティア活動に参加した時、

地域の人びとがきれいな水を求めて苦労している様

子を目の当たりにしました。「場合によっては、11キロも

歩いて水を汲みに行かなければならなかった 」と振り

返ります 。

ハタラさんのこの経験について知り、ボアズ・ロータリー

クラブと、同じ州にあるアラバスターペラム・ロータリー

クラブの会員が立ち上がりました。ロータリー会員たち

はガーナのボルタ地域の村、アフラオで、飲み水用の

井戸を掘り、村人が長い時間をかけずに、近くできれ

いな水を汲めるようにしたのです。これで、村の母親と

子供たちが水汲みに苦労する必要がなくなりました。

ハタラさんはその後、地元の人に別の地域に案内して

もらいました。アフラオと違い、その地域には地表に水

源がありました。ロータリー会員たちは、その水源から9

つの村まで送水管を敷き、市場、寄宿舎、学校、養鶏

場など主要な施設で水が使えるようにしました。ハタラ

さんはその際、水道と下水管理の専門家、アラバスタ

ーペラム・クラブのクレイグ・ソレンセンさんの力を借り、

地元の人びとにもこのプロジェクトの進行状態を常に

知らせ、実際に参加してもらいました。当初6つの村ま

で敷くはずだった送水管を9つの村に延長できたのも、

地域のリーダーの紹介で、地元の労働力を確保でき

たからです。このプロジェクトは去る3月に完了しました。
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ガーナの村にきれいな水を


